
様式 C-19 
 
 
 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
 

平成２５年５月２８日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：  
本研究は，中国，ロシア，インドに代表されるユーラシアの地域大国を総合的，学際的に比

較することにより，これら地域大国が人口・面積・資源などの面での優位性を活かせる体制を

築いて，地域大国として台頭してきた諸相を明らかにした。他方，地域大国が，民族・宗教・

言語・文化などの多様性のなかで，国家統合，政治改革，格差是正，環境保護をはじめとする

多くの共通の課題を抱え，世界全体にも大きな影響を与えながら，それに対処している諸相を

明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This project revealed various aspects of the process in which regional powers in Eurasia, such as China, 
Russia and India, have emerged as they are at present, through comprehensive and multi-disciplinary 
comparative study of these countries. Each country has developed, taking advantage of the largeness of 
population, territorial land and the richness of resources. In addition, it was demonstrated through this 
project that these regional powers with diverse nations, religions, languages and cultures, have a number 
of common problems, such as national integration, political reforms, reduction in economic disparities 
and environmental protection. Each regional power is taking measures against these challenges, which 
exerts considerable influence on the entire world. 
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１．研究開始当初の背景 
冷戦後の世界を席巻したアメリカ一極支

配論が衰退するなかで，欧米主導の世界秩序
への挑戦者として台頭してきた中国，ロシア，

インドなどの地域大国について，それぞれの
国の専門家を動員する形で，初めての本格的
な比較研究を組織した。 
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ンド（南アジア）などの個々の地域について
は，1990 年代に重点領域研究（特定領域研究）
の形で総合的研究が行われ，日本におけるこ
れら地域を対象とする地域研究が劇的に発
展し，世界的にも注目される研究が数多く生
まれた。その際，これらの個々の地域につい
て全国的に共同研究を行う体制も構築され
た。本研究は，このような個々の地域の地域
研究を束ねるものと位置付けられた。中国研
究，ロシア研究，インド研究といった研究コ
ミュニティについては，その固有性の強さ，
言い換えれば壁の高さから，このような比較
研究は，必要性が以前から認識されながら，
なかなか実現されずにいたが，本研究は，こ
のような壁を打破して，様々な地域研究をつ
なぐ役割を果たすことになった。 
 
２．研究の目的 
 本領域研究では，国際関係，政治，経済，
歴史，社会，文化を含む社会科学・人文科学
の諸分野からロシア，中国，インドなどのユ
ーラシアの地域大国を総合的，学際的に比較
する研究体制を取っている。ユーラシアの地
域大国が地域大国として発展・定着できる条
件は何であるのか，また，それを妨げるよう
な不安定要因は何であるのかという視点か
ら比較を行い，各地域大国の特殊性，固有性
の理解を深めることが第１の目的である。第
２に，地域大国としての共通性を抽出するこ
とにより，地域大国が現代世界を主導する中
軸国（米国，EU，日本など）に代わる何らか
の新しいモデルを提示しているのかを検討
する。第３に，世界システムを意識して行う
このような比較に基づき，世界システムのな
かに地域大国を位置付けることが目的であ
る。 
 
３．研究の方法 
 総合的，学際的な比較を行うために，国際
関係，政治，経済，歴史，社会，文化におけ
る比較を行う６つの計画研究を組織した。１
つの計画研究のなかに，異なる地域研究コミ
ュニティの研究者を配置し，専門外の地域の
研究者との共同研究を遂行した。基本的な研
究手法は，文献調査と現地調査であり，共同
の現地調査なども行った。１人の研究者が複
数の国を比較するような研究を奨励し，実際
に多くの分担者によって実現された。 
 個々の研究においては，地域大国の間に何
らかの共通性を見出すことを意識的に行っ
た。また，共通性や違いの原因について，歴
史的な観点，学際的な観点から分析すること
を重視した。 
 
４．研究成果 
(1)本研究は，中国，ロシア，インドに代表さ
れるユーラシアの地域大国の比較が，これら

諸国についての理解を深めることはもとよ
り，近現代世界の国際関係，政治，経済，歴
史，社会，文化をより深く理解するための切
り口の１つとして有効であることを示した。 
(2)具体的には，国家統合，政治改革，格差是
正，エネルギー安全保障，環境保護といった，
これらの国が持つ課題の類似性と多様性，お
よび課題への対応の共通性と違いを分析し
た。また，中国，ロシア，インドが，欧米や
日本（いわゆる西側）が作ってきた世界秩序
の受益者であると同時にそれへの挑戦者で
あるという視点から，世界システムのなかで
のこれらの国の位置付けを検討した。その際，
短期的な現象のみに着目するのではなく，中
国，ロシア，インドの帝国あるいは植民地と
しての過去をはじめとする歴史的・文化的背
景や，中長期的な変化を重視した。 
(3)これら地域大国台頭の契機となった経済
面での台頭については，本研究において，中
国，ロシア，インドの３国が冷戦終了とソ連
崩壊の後に，こぞって対外開放・経済自由化
に乗り出したことによってそれが準備され
たこと，このプロセスは数世紀間の経済的な
遅れを取り戻すための上からの近代化の様
相を呈したこと，これら３国が人口・面積・
資源の面での大国の優位を活かす形で高度
経済成長を実現したこと，現在でも国家によ
る経済への大きな関与という共通性が見ら
れることなどを明らかにした。そして，これ
らの共通性の結果として，地域大国が外貨準
備を蓄積し，再生ブレトンウッズ体制と呼ば
れる国際金融構造の一端を担うようになっ
ていった過程を解明した。 
(4)このような上からの近代化に関連して，政
治体制，支配政党，地方統治，民族政策など
についての比較研究を行った。このうち，支
配政党については，広大な領土と多様な民族
的，地域的，宗教的，言語的集団を有し，社
会構造の変容，急速な経済成長のもとにある
地域大国にとって有利な仕組みであると理
解したうえで，中国，ロシア，インドの支配
政党のあり方の違いを明らかにし，支配政党
の中央集権化がもたらした影響にも違いが
生じていることを明らかにした。 
 地方の経済発展や福祉を担う地方統治に
関しては，中国，インド，ロシアの間で大き
な違いがあることも明らかにし，その違いが
地域の社会構造や競争選挙の存否によって
かなりの程度説明できることも明らかにし
た。 
(5)ロシア，中国，インドのユーラシアにおけ
る位置付けについては，冷戦がこの３国をユ
ーラシアの自立的な主役に押し上げていく
準備期間となったことを明らかにし，現在は，
この３国が同盟を結ばず，かつ同時に台頭す
る形になっているという理解を示した。基本
的には，この３国ともに，多極型の世界秩序



を目指していることになる。 
(6)地域大国が地域大国たる所以は，周辺地域
との関係や他の中小規模の国々の存在を抜
きにしては理解できないため，トルコやサウ
ジアラビア，イランといったミドルパワーや，
周辺の小国・地域にも注目して分析を行った。
さらに，中国，ロシア，インドの台頭には，
それぞれが巨大な面積を占め，多くの地域と
接するという地理的な要因も大きいことか
ら，空間的アプローチによる分析を行った。
その際，それぞれの国を閉じた空間として扱
うのではなく，越境的な人の動きや，様々な
国・地域の相互認識・表象を重視した。 
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